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 T 2 Kニュートリノ振動実験の前置検出器に向け、光検出器とシンチレータの試験を行

った。  

光検出器としては、ロシア製の S i P Mと浜松ホトニクス製のM P P C ( M u l t i  P ix e l  Ph o to n  

Co u n t e r )の試作品を、実際の実験で想定しているのと同様のプラスチックシンチレー

タ +波長変換ファイバーという組み合わせで、マルチアノード型の光電子増倍管をリフ

ァレンスとして光量や安定性を比較した。  

また、ロシア製の押し出し型シンチレータの試験も行った。  

得られたデータの解析は現在進行中であり、結果は 2 0 0 6年春の物理学会等で報告する

予定である。  

E X E C U T E D M A C H I N E  T I M E ,  B E A M  C O N D I T I O N,  D O W N T I M E  e t c .  

ビームタイム開始直後に計２シフト分程度加速器トラブルでビームのでない時期があ

ったが、その後は順調であった。  

C O M M E N T S 

 


